










































































































































































































































































































　澤商店は 1960 年 10 月に税務調査を受けたことがきっかけとなって 61 年
社史から学ぶ中小企業の経営 （阿部）
─ 28 ─










機に陥った 1965（昭和 40）年にも三澤の業績は好調で、66 年には外販を本
格的に開始して翌年、外販部を設置し、東区北久宝寺 3丁目に自己店舗を初
めて持った。その後、高度経済成長末期まで三澤は順調な発展を続け、大阪
が万国博覧会で賑わった 70 年、完成した本町センタービルに SSS（スリー
エス）を設け、72 年には阿倍野区西田辺にアンテナショップも兼ねた小売
部（店名リヨン）を設置し、同年末には東区博労町 2丁目に 5階建・65 坪
のビルを 1億円で購入した。













たる打撃を受けなかっただけでなく、75 年に売上高約 21 億円弱、そのうち
外販分は前年比 5割増しの 15 億円弱という過去最高の業績をあげて昭和 50
年代（1975～84 年）を迎えた。
　この時期には高度成長に代わって安定成長が定着した。1985（昭和 60）
年を基準とする日本の実質 GNP成長率は 75～76 年には 4.0％であったが、

























　1985（昭和 60）年 9月には日・米・西独・仏・英の先進 5か国蔵相・中
央銀行総裁会議（G5）がアメリカ・ニューヨーク市のプラザ・ホテルで開
催され、ドル高是正のための協調介入の合意がなされた結果、対ドル円相場
が 245 円から 200 円へと急上昇し、翌年以降、円高はさらに進んだ。この円




　このバブル前後に三澤は、売上高を 1983 年 38 億円、85 年 50 億円、87 年





















人となった 1959（昭和 34）年以来、毎年必ず慰安旅行を実施し、81 年には























































































































































　1937 年 7 月に勃発した盧溝橋事件以降の戦時期には、内地向けのみなら
ず戦場の中国市場向けにミカン缶詰を中心に軍用缶詰の需要が激増し、それ





















け入れて 1946（昭和 21）年 5月に結婚が実現し、佃は家督を相続して二代
目後藤磯吉となった。
　二代目磯吉は 1919（大正 8）年 3月神戸市生まれ。関西学院高等商業学校
を卒業後、官立山口高等商業学校研究科に 1年間所属したのち、実父の勤務
先と同じ日本郵船㈱に入社したが、42 年から従軍し、その間 43 年前半には
陸軍経理学校で学んだ。
　軍隊時代の仲間から身の振り方を相談された二代目磯吉は、彼らを救済す
























け、そこでも 49 年 5 月にマグロ油漬缶詰の製造を始めた。三井物産関係者
の大部分が去ったその頃から後藤物産缶詰は缶詰製造に特化し、販売を商社
に任せるようになり、50 年 10 月には社名をさらに後藤缶詰㈱と変えた。
　後藤缶詰は戦前期の後藤缶詰所以来、輸出向け缶詰の製造に力を注いでき
たが、1952～3 年頃から内販を志向し、内販比率を 60 年 64％、65 年 75％、
70 年 87％と高め、とりわけ 71 年のデコンポーズ事件（アメリカに輸出され
ていたマグロ缶詰が肉質異常というクレームにより返品となった事件）を契




















のち、56 年に東京、61 年に名古屋、62 年に大阪、と大都市にも営業所を設






たシーチキンの宣伝は、次第に広まり、73 年にはフジテレビ系 25 局ネット
を通じて全国に浸透するようになった。同社はその後もテレビのコマーシャ
ルを有効に利用していった。
　1960 年ごろ約 1万箱であったシーチキン缶詰の年間販売量は、67 年 5 万
箱、74 年度 100 万箱、78 年度 270 万箱と激増し、75 年末には市中のマグロ






















め缶詰総計 1千ケースを販売し、総売上高は 600 億円に及んだが、83 年度




















































資を繰り返していた。従来は毎年 11 月から翌年 3月にミカン缶詰を主に製
造し、シーズンが終わると直ちにシーチキン主体に生産を切り替えていた
が、2つの工場とも 75 年中に、需要が急増していたシーチキン専門工場に














の激化を背景として 1985（昭和 60）年に工場が閉鎖され、87 年に同社は、
はごろも缶詰の後身のはごろもフーズに吸収され、その福島工場となった。


























　1986 年 6 月、40 年間社長を務めた 2代目後藤磯吉は代表取締役会長に就





計画公表以来 6年がかりで完成した。敷地面積 1万 7800㎡、1日当たり 60
万 tの原料処理能力を持ち、4500 箱（1箱 48 個）のツナ缶を製造できると
いう焼津新工場は、はごろもフーズの最大の生産拠点となった。また、物流
の重要度が増してきたことを背景に 88 年に社内に物流本部を設置し、90 年
には物流機能を内部化するためにセントラル物流㈱を設立した。
　はごろもフーズの前身はごろも缶詰の経営に関しては以上のほか、（1）

















































































工事にはなじめず、彼らと別れて 45 年 9 月に愛知県半田市に個人企業 Yヨ









　統制の解除が進みつつあった 1949 年 6 月、義光は個人企業 Yヨット商事
を改組し、資本金 50 万円、従業者約 5人の Yヨット金属工芸㈱（以下、Y
ヨットと略記）を設立した。主な取引先は、勢いを取り戻しつつあった松坂










































したこと、専門店や総合量販店（General Merchandise Store. 略称 GMS）と
の取引を停止し、取引先を百貨店へ絞込んだこと、10 月 1 日始まりの決算
























　高度経済成長が安定成長に転じた 1970 年代から 80 年代前半にかけて、Y
ヨットでは、静榮が社長に就任した第 23 期より同人が会長となる第 38 期ま




















創造・協調」の社是、および社員心得 10 訓も公表された。そして 85 年には
社名が Yヨット金属工芸㈱から㈱ワイ・ヨットに変更された。なお同年、

























































































































































89 年にはホワイト類でもチャンク・タイプの商品シーチキン U（1985 年にすでに
C3 号缶として発売）をファンシーT2 号缶に代わる商品として販売に努めることに











32）　本節は『ワイ・ヨット 60 年のあゆみ』（㈱ワイ・ヨット、2008 年。松島茂・藤岡
里圭執筆）による。
